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授業科目名： 

 

近現代日本の政治Ⅰ 

教員の免許状取得のための 

 

選択科目 

単位数： 

 

２単位 

 

担当教員名： 

松下 孝昭 

担当形態： 

単独 

科 目 教科及び教科の指導法に関する科目（高等学校 公民） 

施行規則に定める 

科目区分又は事項等 

教科に関する専門的事項 

・「法律学（国際法を含む。）、政治学（国際政治を含む。）」 

授業のテーマ及び到達目標 

 近現代日本の政治に関する専門講義を通して、人文・社会科学における学術研究のプロセス

を理解し、自らも卒業論文作成を実践していこうとする意欲を持つに到ることが目標となる。 

 

授業の概要 

 近現代日本の政治に関する理解を深めるうえで、この講義では特に戦前期の陸海軍に着目し、

軍隊と地方政治や地域社会との関係性について、多くの事例をもとに講じる。さらに、戦後の

日本が 1950 年の朝鮮戦争勃発を機に再軍備を始めた経緯にも論を進め、現在に至るまで国内は

もとより近隣諸国との間でもしばしば政治問題化する防衛問題について理解を深める。とりわ

け自衛隊の前身である警察予備隊の創設期に焦点をあて、その立地が日本の各地にもたらした

波紋について理解を深める。 

 

授業計画 

第１回：近現代日本政研究の現状と課題 

第２回：近現代日本の政治を研究するための資料 

第３回：明治期における陸海軍の編制 

第４回：軍隊の立地をめぐる地方政治 

第５回：日清・日露戦争をめぐる国際環境 

第６回：日露戦後期の軍備拡張をめぐる政治状況 

第７回：1920 年代の世界的な軍縮の風潮と日本 

第８回：軍縮下での軍隊存続をめぐる 1920 年代の政治状況 

第９回：東西冷戦の激化と朝鮮戦争の勃発 

第１０回：日本再軍備をめぐる政治過程と警察予備隊の創設  

第１１回：警察予備隊の立地と地方政治の混乱 

第１２回：自衛隊配備をめぐる現状－南西諸島を中心に－ 

第１３回：全体的なまとめ 

定期試験 

テキスト 

松下孝昭『軍隊を誘致せよ―陸海軍と都市形成』吉川弘文館 

 

参考書・参考資料等 

なし 

 

学生に対する評価 

試験による（100％）。なお、教科書、手書きノート、配布プリントの持ち込みを許可する。 
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授業科目名： 

 

近現代日本の政治Ⅱ 

教員の免許状取得のための 

 

選択科目 

単位数： 

 

２単位 

 

担当教員名： 

松下 孝昭 

担当形態： 

単独 

科 目 教科及び教科の指導法に関する科目（高等学校 公民） 

施行規則に定める 

科目区分又は事項等 

教科に関する専門的事項 

・「法律学（国際法を含む。）、政治学（国際政治を含む。）」 

授業のテーマ及び到達目標 

 近現代日本の政治に関する専門講義を通して、人文・社会科学における学術研究のプロセス

を理解し、自らも卒業論文作成を実践していこうとする意欲を持つに到ることが目標となる。 

 

授業の概要 

 近現代日本の政治に関する理解を深めるうえで、前期に開講した「近現代日本の政治Ⅰ」で

は、戦前期の陸海軍および戦後の警察予備隊（のち自衛隊）に着目し、地方政治状況や地域社

会との関係性に着目しながら、配備状況を概括した。後期開講の本講義では、軍隊や自衛隊の

立地が日本の地域社会の内奥に、いかなる波紋をもたらしたかという問題を掘り下げる。とり

わけ、地域振興のために積極的に誘致し、市街地改造や演習場の確保に尽力して、軍隊・自衛

隊と共存していこうとする地方政治家や首長らの動きに注目する。そのことを通して、現代の

自衛隊立地をめぐる政治的問題状況（とりわけ現在は南西諸島が中心）への理解に導いていく。 

 

授業計画 

第１回：近現代日本政研究の現状と課題 

第２回：近現代日本の政治を研究するための資料 

第３回：陸海軍の創設と明治期の政治 

第４回：軍隊立地と鉄道－鉄道敷設法をめぐって－ 

第５回：軍隊立地と水道普及をめぐる地方政治 

第６回：軍隊と商店街・御用商人 

第７回：軍隊立地と遊廓の関係性 

第８回：遊廓移転問題をめぐる地方政治状況－旭川の場合－ 

第９回：京都師団の誘致と京都市政 

第１０回：警察予備隊誘致をめぐる地方政治－新潟県政を事例に－ 

第１１回：演習場の接収をめぐる地方政治－長野県政を事例に－ 

第１２回：自衛隊の配備をめぐる現代の政治状況 

第１３回：全体的なまとめ 

定期試験 

 

テキスト 

松下孝昭『軍隊を誘致せよ－陸海軍と都市形成』吉川弘文館 

 

参考書・参考資料等 

なし 

 

学生に対する評価 

試験による（100％）。なお、教科書、手書きノート、配布プリントの持ち込みを許可する。 
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授業科目名： 

教育の方法及び技術

（情報通信技術の活

用を含む） 

教員の免許状取得のための 

 

必修科目 

単位数： 

 

２単位 

 

担当教員名： 

山内 紀幸、黒田 昌克 

担当形態： 

オムニバス 

科 目 
道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に

関する科目 

施行規則に定める 

科目区分又は事項等 

・教育の方法及び技術 

・情報通信技術を活用した教育の理論及び方法 

授業のテーマ及び到達目標 

 基礎的な教育方法や技術を理解し、基礎的な教育における情報通信技術の活用能力を身につ

ける。 

 

授業の概要 

 第１回から第 6 回までは、授業設計（インストラクショナルデザイン）に関わる基本的な考

え方、授業場面での指導技術等を学びます。第 7回から第 13 回では、教育における情報通信技

術を活用するための理論や方法及び具体的な事例を知り、情報端末に触れながら情報通信技術

を活用するための講義・演習を行います。 

 

授業計画（105 分×13 週） 

第１回：これからの子どもたちに育みたい資質・能力（山内） 

第２回：教師に求められる授業力（山内） 

第３回：授業をつくるということ。授業づくりのプロセス（山内） 

第４回：授業評価をデザインする・目標・指導・評価の一体化の意義（山内） 

第５回：学習環境のデザイン・授業企画書の発表会（山内） 

第６回：授業を支える指導技術・学びを引き出す指導技術（山内） 

第７回：現代社会における情報通信技術の活用の意義と理論の概要（黒田） 

第８回：教師の情報通信技術の活用指導力及び情報活用能力育成の基礎的な指導法の概要（黒

田） 

第９回：情報活用能力育成の理論と実践①（情報モラル、各教科等における指導事例）（黒田） 

第１０回：情報活用能力育成の理論と実践②（プログラミング教育、STEAM 教育等）（黒田） 

第１１回：情報通信技術の活用による学習指導や校務の推進の理論と実践①（デジタル教材の

作成と利用等）（黒田） 

第１２回：情報通信技術の活用による学習指導や校務の推進の理論と実践②（遠隔授業、LMS に

よる学習履歴の活用、統合型校務支援システム等）（黒田） 

第１３回：作成したデジタル教材の相互評価、教育の方法及び技術に基づいた情報通信技術を

活用した教育の展望（黒田） 

テキスト 

なし 

 

参考書・参考資料等 

稲垣忠『教育の方法と技術』北大路書房 

文部科学省『中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 総則編』東洋館出版社 

文部科学省『高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説 総則編』東洋館出版社 

学生に対する評価 

各回の小レポート及び小テスト（40％）、最終課題（60％）  
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授業科目名： 

 

生徒・進路指導論 

教員の免許状取得のための 

 

必修科目 

単位数： 

 

２単位 

 

担当教員名： 

宮本 晃郎 

担当形態： 

単独 

科 目 
道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に

関する科目 

施行規則に定める 

科目区分又は事項等 

・生徒指導の理論及び方法 

・進路指導及びキャリア教育の理論及び方法 

授業のテーマ及び到達目標 

・教育課程における生徒指導・進路指導及びキャリア教育の位置付けを理解したうえで、理論

及び方法を修得する。 

・暴力行為・いじめ・不登校など多様な問題行動と、インターネットや性に関する課題、児童

虐待等の今日的な生徒指導上の課題についての知見を深める。 

・児童生徒の健全な育成に向けて、学校の教育活動として支援の方策等について理解を深め、

組織的・継続的に取り組む資質・能力を育てる。 

・キャリア教育の重要性を踏まえ、生き方を考える進路指導の理論と方法を理解する。 

 

授業の概要 

 生徒指導とは、一人一人の児童生徒の人格を尊重し、個性の伸長を図りながら、社会的資質

や行動力を高めることを目指して行われる教育活動である。 

実際の学校現場での具体事例をもとに、「教師と子供との信頼関係の築き方」や「子供同士

の望ましい人間関係づくり」「子供自身の自己実現を図るための多様なサポート」を学ぶ。 

そのうえで、「人としてどう生きるか」や「自分らしく生きるとはどういうことか」などを

出発点にキャリア教育を生かした現代の進路指導の在り方も積極的に考えていく。 

授業計画（105 分×13 週） 

第１回：生徒指導・進路指導及びキャリア教育の見方・考え方 

 ～生徒指導・進路指導及びキャリア教育の目的と意義・内容等～ 

第２回：生徒指導・進路指導及びキャリア教育の理論及び方法 

 ～子供の学校生活・全校や学年学級指導・カウンセリングとしての指導～ 

第３回：教育課程における生徒指導・進路指導及びキャリア教育の位置付け 

 ～各教科・道徳科・総合的な学習の時間・特別活動～ 

第４回：子供理解と保護者理解・保護者連携 

 ～子供の心理・発達の段階・多様な保護者の願い・キャリア教育の視点等～ 

第５回：問題行動と関係機関との連携 

 ～校内における組織的対応・関係機関の種類と役割・自己評価の意義～ 

第６回：いじめに関する事例研究 

 ～いじめの態様と指導・早期発見と早期解決・キャリアカウンセリング～ 

第７回：不登校に関する事例研究 

 ～不登校の原因・傾向と対策・多様な支援策・生涯を通じたキャリア形成～ 

第８回：児童虐待に関する事例研究 

 ～虐待の種類と対応・子供への影響・保護者対応等・個別の進路指導～ 

第９回：多種多様な問題に関する事例研究 

 ～窃盗・不健全性的行為・薬物乱用・家出・自殺等・ポートフォリオの活用～ 
第１０回：生徒指導と法整備・指導の充実 

 ～法律や校則の改正・ゼロトレランス・教師の力量～ 
第１１回：生徒指導と進路指導及びキャリア教育の連動   

 ～ガイダンスとしての指導理論及び方法・子供の心理・教師の言葉と行動等～ 
第１２回：生き方を考える生徒指導と進路指導及びキャリア教育の充実 

 ～社会情勢の変化・情報社会での自己指導力の育成～ 
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第１３回：生徒指導と進路指導及びキャリア教育の総まとめ 

 ～信頼関係に基づく指導・豊かな人生につなぐ努力～ 

 

テキスト 

文部科学省『生徒指導提要』教育図書 

 

参考書・参考資料等 

なし 

 

学生に対する評価 

授業中の課題（30 ％）、レポート（20％）、試験（50％） 

レポートは添削して manaba にて返却する。 

試験後は解答の開設を行う。 
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